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省統計用語としての）の増加は「新しい」のか。答えは Yes and Noである。
社会階層が学校教育を媒介として再生産されるという社会的事実は，遅くとも，J. カラ


























































































































































































































































































































































































































































間の行為能力に本来的に内在する（intrinsic）綱渡り（balancing act）である。」（Burbules & Rice 
2882）


























 　国レベルでの予算的裏づけも見ておこう。国は平成 31 年度までに，スクールソーシャルワーカーを
すべての中学校区に配置する計画であり（約 1万人）。事業費として計上されている全額が人件費に充































ある」（Landry & MacLean 4）。
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